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｢

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、日
出
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、町
が
管
理
す
る
施
設
の
す
べ
て
の
事
務
・
事
業
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
な
ど
、大
気
中
に
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

環
境
配
慮
の
た
め
の
行
動
を
町
が
率
先
し
て
実
行
し
、町
民
・
事
業
者
の
環
境
保

全
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
事
務
・
事
業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
平
成
19
年
度
を
基

準
と
し
て
、平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
に「
６
％
」の
削
減
を
目
標
と

し
、全
職
員
が
共
通
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
６
％
減
ら
す
こ
と
が
目
標

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

問
合
先
　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

73

－

３
１
２
８

日
出
町
役
場
の
事
務
・
事
業
に
お
け

る
二
酸
化
炭
素
の
年
間
排
出
量

　

こ
の
事
業
の
基
準
年
度
に
な
る
平
成

19
年
度
の
日
出
町
役
場
の
事
務･

事
業
に

お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
年
間
排
出
量
は

１
，９
３
９
ト
ン
で
す
。

　

グ
ラ
フ
の
施
設
別
排
出
量
を
見
る
と
、

水
道
施
設
の
排
出
量
が
最
も
多
く
全
体
の

35
・
６
％
の
６
９
０
ト
ン
、次
い
で
下
水

道
施
設
の
21
・
５
％
の
４
１
７
ト
ン
と
電

力
を
多
く
使
う
施
設
が
二
酸
化
炭
素
を
多

く
排
出
し
て
い
ま
す
。

房
の
設
定
温
度
を
抑
え
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、す
で
に
２
・
７
％
の
削
減
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
平
成
24
年
度
ま
で
に

３
・
３
％
の
削
減
を
行
え
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、平
成
19
年
度
の
１
，９
３
９

ト
ン
か
ら
64
ト
ン
を
削
減
し
、１
，８
７

５
ト
ン
に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

排
出
量
の
削

減
目
標

　

平
成
20
年

度
か
ら
平
成

24
年
度
の
５

年
間
で
、
平

成
19
年
度
を

基
準
と
し
て

６
％
の
削
減

を
目
標
に
取

り
組
み
を
行

い
ま
す
が
、日

出
町
で
は
、平

成
17
年
度
か

ら
昼
休
中
の

消
灯
や
冷
暖

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

地
球
の
温
暖
化
は
、私
た
ち
人
間
が
、

大
気
中
に
二
酸
化
炭
素
や
フ
ロ
ン
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
や
し
、温
室
効
果
を

強
く
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
生
じ
て
き
た

問
題
で
す
。

　

次
世
代
に
こ
の
問
題
を
持
ち
越
す
の
で

は
な
く
、今
か
ら
ゴ
ミ
の
減
量
化
な
ど
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

役
場
庁
舎

出
先
事
務
所

公
園
・
体
育

 

文
化
施
設

水
道
施
設

下
水
道
施
設

漁
業
施
設

消
防
施
設

学
校
施
設

平成19年度
二酸化炭素の施設別発生割合

単
位（
ト
ン
）



だれでもできるごみ減量化 まずは紙類の資源化から
～雑紙も大切な資源です～

　新聞や広告などのリサイクルはかなり定着してきていると思います。他にもお
菓子などの空き箱やメモ用紙などもリサイクル可能です。つい、可燃ごみとして
捨ててしまいがちですが、次のようなちょっとした工夫で資源ごみとして処理し
ましょう。

　不用になった封筒やタバコの箱（中
の銀紙は可燃ごみ）、お菓子の箱、は
しの袋、メモ用紙などの雑紙は、写真
のように紙袋に入れると簡単に資源
ごみとして出すことができます。出す
際には、紙袋から雑紙が出ないよう
に、ヒモでしばってください。

　みなさんの家庭から生ごみを捨てるとき「ぎゅっ」としぼって大さじ３杯（４５cc）の水切り
を毎日行えば、町全体で年間１８０トン（４５cc×３６５日×１１，０００世帯）のごみ減量
化が見込まれます。
　これらの水分を「燃やすごみ」として出す前に減らすことができれば、ごみの減量に大きな効
果を得ることができます。

☆乾いている生ごみを濡らさないようにする。
　　シンクの中にある三角コーナーに入れると濡れてしまいます。野菜の「へた」や「わた」、
　果物の「皮」や「芯」は直接ごみ袋に入れましょう！
☆三角コーナーの生ごみは一晩置いてから捨てるようにしましょう。
☆水きりネットをしぼってから捨てるようにしましょう。

●こうすれば簡単！
　　　雑紙も資源ごみ

●水切りでごみ減量化

水切りのポイント

大さじ３杯の水切り
で、年間１８０トン
のごみ減量化

後はごみが出ないように、ヒモで縛って資
源ごみとして出してください。



４月から保育料が変わります
世帯間の不均衡を是正・第２子の負担軽減

●問合先　福祉対策課子育て支援係　1７３－３１２１

第２子がいる場合の計算例

　日出町では少子化対策や子育て支援の観点から
第２子の保育料軽減拡充を行います。また、これ
まで階層間に大きなひらきがあった保育料を左の
表のとおり見直しを行いました。
　

第２子の保育料軽減の拡充

　第２子の保育料軽減について第１子の年齢基
準等を撤廃し、全ての「３歳未満の第２子」の保育
料が半額になります。（計算例ケース①）
＊これまでは就学前の第１子がいる場合のみ、３
　歳未満の第２子の保育料が半額。（他条件有）

　さらに、第１子、第２子（３歳未満）が同時入
所している場合（計算例ケース②）では、保育料
基準額の４分の１の保育料になります。
＊第３子以降（３歳未満）の保育料はこれまでど
　おり無料です。

軽減には申請が必要です
　
　第２子・第３子以降の保育料の軽減を受けるに
は申請が必要です。
　申請には、第２子・第３子以降であることが分か
る「戸籍謄本」が必要です。

●ケース①

　第５階層の対象世帯で、第１子がすでに卒園し
ており、第２子（３歳未満）が入園した場合の計
算例

　旧　　　　　　　　　39,850円
　新　37,000円×1/2＝18,500円

　上記の例の場合、改正前は第２子が入園しても
保育料の軽減はありませんでしたが、改正後は対
象額の1/2が保育料となります。

●ケース②

　第５階層の対象世帯で、第１子が在園中に第２
子（３歳未満）が入園した場合の計算例
（10円未満切捨）

旧  39,850円＋39,850円×1/2       ＝59,770円
新  35,000円＋37,000円×1/2×1/2＝44,250円

　上記の例の場合、改正前は第2子の保育料基準
額は対象額の1/2となっていましたが、改正後は
そのさらに1/2の額となります。

Ⅰ
　

役
場
や
金
融
機
関
の
窓
口
に
行

　
　

く
手
間
が
省
け
ま
す
。

Ⅱ
　

現
金
を
直
接
扱
わ
な
く
て
済
み

　
　

ま
す
。

Ⅲ
　

納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

●
手
続
き
方
法
　

税
務
課
ま
た
は
町

　

内
の
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
い

　

る
口
座
振
替
依
頼
書
を
記
入
し
、通

　

帳
印
を
押
印
の
う
え
、振
込
を
希
望

　

す
る
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
問
合
先
　

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　
　

73‐

３
１
２
３

　納め忘れの税金はあり
ませんか？

３月は滞納月間！
町
税
等
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す



保育料基準額表の新旧比較

軽
自
動
車
の
廃
車
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

日
出
町
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

譲
渡
し
た
り
、業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
た
車
両
で
も
、廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き
を
終
え
て
い
な

け
れ
ば
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先
　

税
務
課
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　

73‐

３
１
２
３

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
日
出
町

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い

て
、
３
月
15
日
（
日
）
〜
３
月
31
日

（
火
）ま
で
、ス
テ
ー
ジ
床
の
改
修
工

事
の
た
め
利
用
で
き
な
い
と
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、工

期
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、３
月
16
日

（
月
）
〜
３
月
28
日
（
土
）
が
ホ
ー
ル

の
利
用
で
き
な
い
期
間
と
な
り
ま

し
た
。

●
問
合
先
　

日
出
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　

72‐

８
６
０
８

世帯間の不均衡を是正し、下記のとおり
保育料を見直しました

平成21年４月分からの保育料基準額表

平成21年３月分までの保育料基準額表

1,930円

8,150円

20,900円

39,850円

49,200円

52,810円

1,930円

8,150円

20,900円

39,850円

41,710円

41,710円

1,930円

8,150円

20,900円

39,850円

40,110円

40,110円

非課税世帯

課税世帯

　第1階層及び第4から
第7階層を除き、前年度
の市町村民税の額が次
の区分に該当する世帯

　第1階層を除き、前年

分の所得税の額が次の

区分に該当する世帯

生活保護法による被保護世帯

世帯の階層区分
保育料(月額)

3歳未満児 3歳児 4歳以上児

0円第1

第2

第3

第4

第5

第6

第7

6,600円

14,600円

24,000円

37,000円

49,000円

55,000円

4,400円

12,200円

21,600円

35,000円

42,000円

42,000円

4,400円

12,200円

21,600円

35,000円

40,000円

40,000円

非課税世帯

課税世帯

　第1階層及び第4から
第7階層を除き、前年度
の市町村民税の額が次
の区分に該当する世帯

　第1階層を除き、前年

分の所得税の額が次の

区分に該当する世帯

生活保護法による被保護世帯

世帯の階層区分
保育料(月額)

3歳未満児 3歳児 4歳以上児

0円第1

第2

第3

第4

第5

第6

第7

  40,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
413,000円未満

413,000円以上

40,000円未満

  40,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
413,000円未満

413,000円以上

40,000円未満



乳幼児医療費助成制度を拡充
４月から未就学児までの医療費が無料になります 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

水道の使用開始・中止の届出
入居・退去の際は手続きが必要です

上下水道課管理係　☎７３－３１３４

　

こ
れ
ま
で
３
歳
児
ま
で
の
医

療
費
に
つ
い
て
無
料
で
し
た
が
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
助
成

を
拡
充
し
、未
就
学
児（
６
歳
に

な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日
）
ま

で
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま

す
。（
変
更
内
容
は
左
記
）

＊
保
険
適
用
外
診
療
お
よ
び
入

　

院
時
食
事
療
養
費
に
つ
い
て

　

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
己

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
乳
幼
児
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
送
り
ま
す

　

日
出
町
乳
幼
児
医
療
費
受
給

資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、３
月
末
ま

で
に
新
し
い
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、新
し
い
乳
幼
児
医
療
費
受

給
資
格
者
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

未
届
け
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

出
生
・
転
入
等
で
、ま
だ
乳
幼
児
医
療
費

受
給
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、福
祉
対
策
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
子
ど
も
の
保
険
証
・
印
鑑

＊
平
成
20
年
１
月
１
日
に
他
市
町
村
に
お
住

　

ま
い
だ
っ
た
場
合
は
、課
税
証
明
が
必
要

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
等
の
入
居
・

退
去
に
伴
う
水
道
の
使
用

開
始
・
中
止
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

＊
電
話
に
よ
る
受
け
付
け

　

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
手
数
料
２
０
０
円
と
印

　

鑑
が
必
要
で
す
。

＊
中
止
の
手
続
き
を
し
な

　

か
っ
た
場
合
、
使
用
し

　

な
く
て
も
基
本
料
金
が

　

請
求
さ
れ
ま
す
。

＊
手
続
き
の
必
要
が
な
い

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

平成21年度水質検査計画の公表

平成21年3月31日まで（現行）

平成21年4月1日から（改正後）

　平成２１年度の水質検査計画の閲覧ができます。
日出町では水道水の安全確認のため、水道法に基
づき毎月定期的な水質検査を実施しています。
　水道法では、新年度に実施する水質検査の内容に
ついて公表することになっています。

●閲覧場所・問合先　
　　　　　　上下水道課　1７３‐３１３４

入院

通院

調剤

無　料

無　料

無　料

1日500円
(月14日まで自己負担)

1回500円
(月4回まで自己負担)

無　料

未就学児3歳未満児

入院

通院

調剤

無　料

未就学児3歳未満児

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

太　

田 

羽
田
野
瑛え

い

斗と 

男 

猛

是　

城 

河
野　

巧た
く

翔と 

男 

雄
輝

中
の
三 

松
山　

結ゆ

葵き 

女 

薫

影
の
木 

近
藤　

匠
た
く
み 

男 

伸
行

西
の
三 

後
藤　

大や
ま
と和 

男 

寛
和

【
日
出
】

西
八
日
市 

目
代　

一か
ず

真ま 

男 

憲
治
郎

東
仁
王 

河
野　

葵あ
お

衣い 

女 

明
弘

日
出
団
地 

髙
橋　

悠ゆ
う

歩ほ 

男 

慎
治

【
藤
原
】

南　

部 

小
薗　

貫か
ん

太た 

男 

佑
介

【
川
崎
】

平　

原 

渡
邉　

星せ

那な 

女 

綱
紀

西
小
深
江 

杉
田　

千ち

紘ひ
ろ 

女 

智
広

西
小
深
江 

首
藤　

彩さ

楽ら 

女 

靖
信

内　

野 

岩
﨑　

煌こ
う

弥や 

男 

慎
也

内　

野 

本
田　

夢ゆ
め

翔と 

男 

晶
之

【
大
神
】

軒
の
井 

長
野　

雨う

眞じ
ん 

女 

文
香

照　

川 

南　

小こ

太た

朗ろ
う 

男 

武

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う
(1 月受付分）
（敬称略）

（1月受付分）
（敬称略）

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
豊
岡
】

長　

野 

渡
邉
ト
ミ
子 

97

宮
の
下 

桑
野　

源
治 

85



パスポートの申請が役場でできるようになります
４月１日から・窓口は住民課 住民課戸籍住民係　☎７３－３１２２　

県
か
ら
町
へ
の
権
限
委
譲
に

よ
り
、こ
れ
ま
で
大
分
県
東
部
振

興
局
で
取
り
扱
っ
て
い
た
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
行
事
務
を
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
役
場
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
オ
ア
シ
ス
ひ
ろ
ば
21

大
分
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き

ま
す
。

●
申
請
受
付
・
交
付
窓
口

　

住
民
課
戸
籍
住
民
係

●
取
扱
事
務

　

旅
券
の
新
規
及
び
切
替
の
受

付
と
交
付
、
記
載
事
項
の
訂
正
、

査
証
欄
の
増
補
、
紛
失
届
、
返

納
旅
券
の
受
理

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
８
時
30

分
〜
17
時

※

土･

日･

祝
日
及
び
年
末
年
始

　

は
除
き
ま
す
。

●
申
請
の
で
き
る
方

①
日
出
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

　

方
。

②
県
外
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
日
出
町
に

　

お
住
ま
い
の
方
。

※

日
出
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
は
、
町
外

　

の
就
労
・
就
学
地
に
あ
る
県
の
窓
口
で
申

　

請
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

住
民
課
窓
口
で｢

一
般
旅
券
発
給
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

○
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄
本
（
１
通
）

○
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真
（
１
枚
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
写
真
付

　

住
基
カ
ー
ド
等
）

○
前
回
発
給
を
受
け
た
旅
券
（
現
在
お
持
ち

　

の
方
の
み
）
　

※

戸
籍
抄
（
謄
）
本
は
、
大
分
市･

別
府
市
・

　

杵
築
市･

由
布
市･
中
津
市･

九
重
町
（
７

　

月
か
ら
国
東
市
・
宇
佐
市
）
に
本
籍
が
あ

　

る
方
で
も
日
出
町
で
取
得
で
き
ま
す
。(

日

　

出
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方)

●
所
要
日
数

　
　

　

申
請
を
受
付
け
た
日
か
ら
、
９
日
目
以
降

（
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
算
入
し

な
い
）
と
な
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
旅
券
の
交
付

　
　

　

必
ず
本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
等
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

受
取
り
に
は
収
入
印
紙
、
大
分
県
収
入

証
紙
の
ほ
か
、
旅
券
引
換
書
が
必
要
で
す
。

　

印
紙
等
の
金
額
は
次
の
表
の
と
お
り
で

す
。

種別
10年旅券
(20歳以上)

5年旅券
(12歳以上)

5年旅券
(12歳未満)

印紙

証紙

合計

14,000円

2,000円

16,000円

9,000円

2,000円

11,000円

4,000円

2,000円

6,000円

手続きに必要な印紙・証紙代

中
の
二 

竹
下　
　

巖 

78

西
の
一 

永
井　

義
光 

76

西
の
三 

辛
嶌　
　

清 

80

西　

区 

西
野
ヱ
ミ
子 

80

辻
間
団
地
南 

木
野　

正
己 

62

辻
間
団
地
北 

後
藤　

純
子 

43 

【
日
出
】

南　

浜 

小
野　

松
助 

88 

北　

浜 

岩
﨑　

カ
ヨ 

69

北　

浜 

合
原
智
惠
子 

95 

上
仁
王 

首
藤　

敬
俊 

80

上
仁
王 

石
倉　

照
雄 

78

日
出
団
地 

名
嘉
元
セ
ツ
子 

85

日
出
団
地 

荒
巻　

洲
一 

76

【
藤
原
】

南　

部 

宮　

光
子 

83 

中　

部 

利
光　

久
輝 

80

一　

北 

二
宮
マ
サ
ヱ 

78

一　

北 

野　

泰
人 

85

赤　

松 

尾
方　

義
雄 

72

【
川
崎
】

則　

次 

河
野　

嘉
範 

74

則　

次 

矢
野
ア
サ
子 

84

千　

騎 

辻
本　

光
男 

79

東
小
深
江 

笠
置
ト
ミ
子 

94

内　

野 

川
上　
　

守 

83

内　

野 

井
上　

正
照 

81

【
大
神
】

中　

村 

堀　
　

弘
美 

47

三
尺
山 

磯
野
ト
ラ
コ 

88

上
深
江 

住
野　

孝
子 

91

港 

上
野　
　

彰 

76

原　

山 

一
岡　

清
視 

86

原　

山 

石
井　

照
子 

82

照　

川 

河
野　

文
男 

81



合併処理浄化槽設置費補助金の受け付け
予算枠に達し次第締め切ります 上下水道課　☎７３－３１３４

簡易専用水道の管理指導
管理指導が県から町に権限委譲されます 上下水道課　☎７３－３１３４

●
受
付
期
間
　

４
月
１
日（
水
）

　

か
ら
随
時
行
い
ま
す
。

＊
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

　

ま
す
。

●
対
象
人
槽
　

　
　

５
人
槽
〜
10
人
槽

●
補
助
対
象
区
域
　

　
　

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区

　

域
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
処
理

　

対
象
区
域
・
農
業
集
落
排
水
事

　

業
処
理
対
象
区
域
を
除
く
日
出

　

町
全
域
。

●
補
助
対
象
　

　
　

既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
・

　

汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄

　

化
槽
に
設
置
替
を
す
る
方
。

＊
新
築
・
建
替
え
に
伴
う
合
併
処

　

理
浄
化
槽
の
設
置
は
対
象
外
。

●
補
助
条
件

・
建
築
用
途
が
個
人
住
宅
で
あ
り
、

　

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
こ
と
。

・
補
助
年
度
内(

平
成
22
年
３
月
31

　

日
ま
で)

に
当
該
浄
化
槽
設

　

置
工
事
を
確
実
に
完
了
で
き
る

　

こ
と
。

・
必
ず
交
付
決
定
通
知
書
受
領
後

　

に
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
額

・
５
人
槽
　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽
　

41
万
４
千
円

・
10
人
槽
　

54
万
８
千
円

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
簡
易
専

用
水
道
の
管
理
指
導
が
県
か
ら

町
に
権
限
委
譲
さ
れ
ま
す
。今
後

は
新
設
・
増
設
・
改
造
の
場
合
は

日
出
町（
上
下
水
道
課
）に
届
出

が
必
要
で
す
。ま
た
、必
要
に
応

じ
て
設
置
者
に
対
し
て
維
持
管

理
の
報
告
を
求
め
た
り
現
地
指

導
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

【
簡
易
専
用
水
道
と
は
】

　

ビ
ル
、マ
ン
シ
ョ
ン
、事
務
所
、

学
校
、病
院
な
ど
に
設
け
ら
れ
る

受
水
槽
以
下
の
給
水
の
た
め
の

施
設
で
あ
っ
て
、水
源
が
町
な
ど

の
水
道
事
業
か
ら
供
給
さ
れ
る

水
の
み
で
、水
槽
の
有
効
容
量
の

合
計
が
10
㎥
を
超
え
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、設
置
者
は
、安
全
な
水

を
供
給
す
る
た
め
に
、一
定
の
管

理
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
、厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受

け
た
検
査
機
関
に
依
頼
し
て
、定

期
検
査（
１
年
に
１
回
）を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

～ご近所さんと話し合い、ごみはできるだけ１カ所にまとめて出してください～

ごみ収集をスムーズに行うために！

　各戸でごみを出している地域では、ごみ収集
作業員が歩いてごみを収集しています。これに
は、時間もかかり効率が悪く、作業員にとって
も大変な作業です。
　ぜひ、班ごとやご近所、区長等と話し合って
共同ごみ出し場を決めていただき、ごみをまと
めて出していただきますようお願いします。

各戸でごみを出している地域の皆さまへ ごみステーションの設置に補助

●対　象　ごみステーションを設置する自
　　　　　治区
●補助額　設置費の半額（限度額30,000円）
＊清掃や修理等の維持管理は利用者にお願
　いします。
●問合先　生活環境課　1７３－３１２８

共同ごみ出し場の設置例 ごみステーションの設置例



日出町の人事行政の運営等の状況を公表します

■職員の給与の状況

区　分
住民基本台帳人口

（19 年度末） 歳出額（Ａ）実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率
(B)/(A)

19年度
人 千円 千円 千円 ％

28,423 7,651,666 106,000 1,836,930 24.0 

○人件費の状況（普通会計決算）

※人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区　分 職員数 給　 料 職員手当 期末･勤勉
手当

20年度
人 千円 千円 千円

189 802,065 88,119 364,801

○職員給与費の状況（普通会計予算）

※ 金額は当初予算に計上された額で、退職手当を含みません。
※ Ｈ 17.4.1 から給料月額について 5％の減額措置を実施して
います。

区　分 平均年齢 平均給料月額

  一般行政職 44.3歳 349,843円

○職員の平均年齢、平均給料月額の状況（Ｈ20.4.1 現在）

※Ｈ17.4.1から給料月額について5％の減額措置を実施しています。

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒 169,860円

高校卒 137,275円

○職員の初任給の状況（Ｈ20.4.1 現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

標準的な職務内容 主事 ･技師 主任 主査 係長等 課長補佐等 課長等 課長

職　員　数（人） 4 9 27 16 45 41 8 150 
構　成　比（％） 2.7 6.0 18.0 10.7 30.0 27.3 5.3 100.0 

○一般行政職の級別職員数の状況（Ｈ20.4.1 現在）

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■職員の手当の状況

区　分 支給月数

期末手当 3.0　月分
勤勉手当 1.45 月分

○期末手当・勤勉手当（H19支給割合）
区　分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5 月分 30.55 月分
勤続 25年 33.5 月分 41.34 月分
勤続 35年 47.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

○退職手当（Ｈ20.4.1 現在）

※その他の加算措置　定年前早期退職特例措置 2％～ 20％加算

■職員の任免や職員数に関する状況 ■特別職の報酬等の状況（Ｈ20.4.1現在）

区分
部門

4月1日現在職員数（人）
増減

Ｈ19 Ｈ20

一
般
行
政

議会 3 3 0
総務 46 44 △ 2
税務 19 16 △ 3
民生 24 25 1
衛生 7 7 0
農林水産 18 17 △ 1
商工 4 4 0
土木 17 17 0

小　　　計 138 133 △ 5
教　　　育 43 45 2
普通会計合計 181 178 △ 3

公
営
企
業
等

水道 10 10 0
下水 9 6 △ 3
国保 5 6 1
介護 9 8 △ 1
その他 0 2 2

小　　　計 33 32 △ 1
合　　　計 214 210 △ 4

○部門別職員数の状況

区　　　分 給　料　月　額　等

給
料

町　長 669,000 円 (841,000 円 )
副町長 555,000 円 (669,000 円 )
※Ｈ17.1.1から（　　）内の金額から減額して支給しています。

報
酬

議　長 368,600 円 (388,000 円 )
副議長 314,450 円 (331,000 円 )
議　員 305,900 円 (322,000 円 )
※Ｈ17.4.1から（　　）内の金額から5％を減額して支給しています。

期
末
手
当

町　長
3.35月分

副町長

※Ｈ16.4.1から町長は10％、副町長は5％を減額して支給しています。

議　長

3.35月分副議長

議　員

※Ｈ16.4.1から3％を減額して支給しています。



hiji report hiji report hiji report

　

「
暘
谷
城
下
雛
祭
り
in
的
山
荘
」
が

２
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
３
月

15
日
ま
で
開
催
。

　

雛
祭
り
で
は
、
２
月
14
日
（
土)

・
15

日
（
日
）
の
２
日
間
で
県
内
外
か
ら
お

よ
そ
７
０
０
人
の
方
が
的
山
荘
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
有
形
文
化
財
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
豪
華
な
日
本
家
屋
の
的
山

荘
と
町
内
に
残
る｢

歴
史
あ
る
雛
飾
り｣

か
ら
「
現
代
の
変
わ
り
雛
」
ま
で
を
一

緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
雛
人
形
に
は
、
的

山
荘
を
建
て
た
成
清
博
愛
（
ひ
ろ
え
）

氏
の
孫
の
登
志
子
さ
ん
が
浅
山
家
に
嫁

い
だ
際
持
参
し
た
も
の
な
ど
５
組
を
展

示
し
て
い
る
ほ
か
、
当
時
の
金
山
の
様

子
を
絹
の
刺
し
ゅ
う
で
表
現
し
た
屏
風

な
ど
、
的
山
荘
に
残
る
貴
重
な
も
の
も

多
数
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

●
開
催
期
間
　

３
月
15
日
（
日
）
ま
で

●
入
場
料
　

中
学
生
以
上
３
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
　
　

１
５
０
円

●
イ
ベ
ン
ト
　

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日

　

と
３
月
３
日
に
、
お
茶
席
（
一
服
２

　

０
０
円
・
10
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

　

や
琴
・
大
正
琴
の
演
奏
会
（
11
時
、

　

13
時
30
分
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

雛祭りを楽しむお客さん・ボランティアによる案内もあります

暘谷城下雛祭り in 的山荘
的山荘で雛祭り・琴の演奏やお茶席もあります

①金山屏風を見るお客さん
の様子。②留学生が異文化
を体験。③庭にはきれいな
梅も。④広いに庭も散策で
きます。

① ②

③

④



　

２
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
加
工
所
で
、

大
神
小
学
校
の
３
年
生
53
人
が
町
の
特

産
物
で
あ
る
紅
八
朔
を
使
っ
た
マ
ー
マ

レ
ー
ド
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
Ｊ
Ａ
の
選
果
場
の
見
学
を
し

た
後
、
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
加
工
グ
ル
ー
プ
べ

に
は
ち
や
」
（
会
長
大
星
洋
子
）
の
指
導

で
紅
八
朔
の
皮
む
き
や
果
汁
し
ぼ
り
、
マ

ー
マ
レ
ー
ド
の
び
ん
詰
め
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
生
徒
は
紅
八
朔
と
自
分
た
ち

で
作
っ
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
を
試
食
し
ま

し
た
。
試
食
し
た
廣
瀬
成
美
さ
ん
は
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
は
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

１
月
21
日
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
で
日
出
町
収
穫
米
寄

贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
は
昨
年
、
大
神
軒
の
井
地

区
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
と
日
出
町
の
交
流
農
園
を

開
設
。
軒
の
井
生
産
組
合
の
協
力
に
よ

り
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
ら
が
昔
な
が
ら
の

手
作
業
に
よ
る
田
植
え
や
稲
刈
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
米
を
Ａ
Ｐ
Ｕ

に
寄
贈
。
大
学
食
堂
で
炊
飯
し
、
通
常
よ

り
安
価
で
学
生
ら
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
式
で
田
植
え
収
穫
作
業
に
参
加

し
た
学
生
を
代
表
し
て
ラ
フ
マ
ン
・
エ

ム
デ
ィ
・
ジ
ア
ウ
ル
さ
ん
が
「
す
ば
ら

し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
全
国
体
育
指

導
委
員
連
合
か
ら
、
辛
島
雄
三
郎
体
育

指
導
委
員
長
に
感
謝
状
が
、
後
藤
佑
同
副

委
員
長
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

辛
島
さ
ん
は
現
在
ま
で
の
30
年
間
、

後
藤
さ
ん
は
27
年
間
、
体
育
指
導
委
員

を
続
け
ら
れ
て
お
り
、
辛
島
さ
ん
は
そ

の
内
20
年
間
、
体
育
指
導
委
員
長
も
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
５
日

間
、
郡
市
対
抗
の
県
内
一
周
駅
伝
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
日
出
町
を
通
過
。
中
継

点
の
日
出
町
役
場
前
で
は
、
多
く
の
方

が
選
手
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

速
見
郡
の
結
果
は
、
昨
年
よ
り
１
つ

順
位
を
落
と
し
12
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

毎
年
応
援
に
来
て
い
る
と
い
う
北
大

神
の
古
宮
弓
子
さ
ん
は
「
町
の
代
表
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
、

勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
を
体
験

町
特
産
品
の
紅
八
朔
で

学
食
で
安
価
で
販
売

町長からAPUの学長へ米を寄贈

写真左から後藤さん、辛島さん

タスキを橋山選手から上野選手へ

紅八朔の果汁をしぼる生徒

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
収
穫
米
を
寄
贈

全
国
体
育
指
導
員
連
合
か
ら
表
彰

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

県
内
一
周
駅
伝

速
見
の
名
を
背
負
い
力
走



　

最
近
、救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

に
使
う
方
が
い
ま
す
。

　

杵
築
・
速
見
地
域
で
は
、日
出
・
杵

築
・
山
香
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
し
か

救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、日
出

町
で
同
時
に
救
急
車
の
出
動
要
請
が
あ

る
と
、山
香
や
杵
築
か
ら
応
援
に
き
て

も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

到
着
時
間
の
遅
れ
は
、一
刻
を
争
う

重
症
患
者
に
と
っ
て
は
致
命
的
で
す
。

　

救
急
車
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
の
利
用

は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。命
に
か
か

わ
る
傷
病
者
が
救
急
車
を
ま
っ
て
い
ま

す
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

局
番
な
し
の
１
１
９
番
を
か
け
、慌

て
ず
状
況
を
的
確
に
伝
え
、指
示
を
受

け
て
下
さ
い
。

１
　

「
火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」

　

と
尋
ね
ら
れ
る
の
で
、「
救
急
で
す
」

　

と
告
げ
ま
す
。

２
　

救
急
車
を
要
請
す
る
場
所
を
伝
え

　

ま
す
。

　
　

所
在
と
、目
印
と
な
る
も
の
を
告

　

げ
ま
す
。

　
　

携
帯
電
話
か
ら
の
場
合
、近
隣
の

　

市
の
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
事
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、県
名
か
ら
伝
え
ま
し

　

ょ
う
。

３
　

「
ど
の
よ
う
な
状
態
で
す
か
？
」と

　

聞
か
れ
た
場
合
は
、見
た
ま
ま
の
状

　

態
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。

　
　

特
に
、意
識
が
な
い
・
手
足
が
動

　

か
な
い
・
心
拍
停
止
・
多
量
の
出
血

　

な
ど
の
場
合
は
的
確
に
症
状
を
伝

　

え
、指
示
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
　

電
話
を
し
て
い
る
本
人
の
氏
名
と

　

電
話
番
号
を
伝
え
ま
す
。

　
　

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
通
報
し
た
場

　

合
は
、そ
の
旨
を
伝
え
救
急
車
が
到

　

着
す
る
ま
で
電
源
を
切
ら
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
杵
築
速
見
消
防
組
合
で
は
、救
命
講

　

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　

杵
築
速
見
消
防
組
合

　
　

０
９
７
８‐

６
２‐

４
３
４
１

救
急
車
の
正
し
い
利
用
法

命
に
か
か
わ
る
傷
病
者
が
救
急
車
を
待
っ
て
い
ま
す

救
急
車
は
タ
ク
シ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん

町
報
２
月
号
の
小
林
通
人
さ
ん
の
短
歌
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
再
掲
載
し
ま
す
。



図書館においでよ　

今月の１冊

『パパ、かっこよすぎやん』

　昨年8月に開催された「北京オリンピック」。皆さんの
記憶にもまだ鮮明に残っているのではないでしょうか。
　ウサイン・ボルト（ジャマイカ）が世界記録を連発する
中、野口みずきの欠場や土佐礼子の途中棄権とあまり良い
イメージの無かった日本陸上界に、希望の光をもたらして
くれた男子４００メートルリレー決勝戦。アンカーの朝原
宣治が３位でゴールした時、涙した人も多いのではないだ
ろうか。
　陸上界のスーパースターを夫にもつ著者・奥野史子氏。
彼女もまた、バルセロナ五輪のシンクロナイズドスイミン
グで２個の銅メダルを持つ。アスリート夫婦の愛と涙の軌
跡です。

３月の休館日

３月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】

子ども映画会

●とき ３月14日・28日（土曜日）
 10時30分～11時30分
●ところ ２階（おはなしのへや）
●対象 幼児から小学校低学年

毎週月曜日、第2・4・5日曜日・20日（金）

●とき ３月27日　（金曜日）11時～11時30分
●ところ ２階（おはなしのへや）
●対象 0歳から5歳くらいまで

●とき ３月21日（土）10時30分～11時
●ところ ２階（おはなしのへや）
●作品 ぜんまいざむらい

古くなった雑誌を差し上げます
●とき ３月７日（土）～14日（土）（休館日は除く）
●対象　町内の方
＊図書館利用者カードを提示してください。
＊１人３冊まで。（無くなり次第終了）
＊子供向け雑誌や付録はありません。

夫婦で勝ち取った
　　　　　　五輪３個の銅メダル

奥野　史子：著
小　学　館：刊

定 期 相 談
●行政相談
・役場新館１階相談室

・毎月第1火曜日　10時～15時

　上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。

　北野琿彦相談員　☎72－2634

●心配ごと相談
・役場新館１階相談室

・毎月第2火曜日　10時～15時

・福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
・３月17日火曜日　10時～15時

・大神ふれあいセンター

・総務課　☎73－3150

●日出町ホットライン
　 　ボランティア団体による悩みごと、心配ご

と電話相談　☎72－3412

・月～金曜日の19時～21時

●障がい児・者教育相談
・社会福祉法人「樹の実園」杵築市大字相原

　☎0978－62－2111

●障がい児・者介護者支援相談
・社会福祉法人「みのり村」

「みのり学園｣日出町大神☎0977－72－2818

「白萩園｣　　杵築市日野☎0978－62－2276

●障がい児・者生活支援相談
・太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
・日出町地域包括支援センター(健康増進課内)

　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
・福祉対策課　☎73－3121

・大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●心の健康相談（無料）
・毎月第３水曜日　14時～16時

・東部保健所日出出張サービス会場

　（日出総合庁舎１階）☎67－2511(要予約)

●交通事故無料相談
・大分自動車保険請求相談センター

・要予約☎097－536－5043（9時～16時）

・弁護士相談日（水曜日：13時～16時）

●無料人権相談所
・大分地方法務局杵築支局

　☎0978－62－2271

・月曜日～金曜日　8時30分～17時15分

●法律相談
・日出町保健福祉センター　相談室

・毎月第４火曜日　13時30分～16時30分

　（祭日の場合は休み）

・要予約　相談料30分につき5,000円

・大分県弁護士会　☎097－536－1458



国
体
推
進
課
を
解
散
し
ま
す

　

２
月
10
日
、
「
第
63
回
国
民
体
育
大
会

な
ぎ
な
た
競
技
会
日
出
町
実
行
委
員
会
第

５
回
総
会
」
を
開
催
し
、
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
を
行
い
、
無
事
任
務
を
終
え

て
組
織
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

今
国
体
で
日
出
町
は
「
な
ぎ
な
た
競
技

会
」
の
会
場
と
な
り
、
大
分
県
チ
ー
ム
が

優
勝
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
自
治
会
、
関
係
団
体

な
ど
か
ら
の
絶
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

役
員
、
選
手
な
ど
の
参
加
者
を
暖
か
く
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
町

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
風
光
明
媚
な
日
出
町
を

堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

｢

絵
手
紙
教
室｣

、「
は
は
は
の
会
」、「
豊

の
船
の
会
」、「
絲
の
会
」、「
暘
谷
高
校
生
」

な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
沢
山
の
手
作
り

土
産
を
頂
き
、役
員
、選
手
な
ど
参
加
者

皆
さ
ん
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
関
係
さ
れ
た
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
国
体
推
進
課
を
解
散

し
関
係
職
員
は
他
課
に
配
置
換
え
と
な
り

ま
す
。
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
課
長
は

じ
め
他
職
員
皆
さ
ん
の
多
大
な
労
を
ね
ぎ

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
の
入
札
は
参
加
者
な
し

　

町
民
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ

ル
サ
ン
ピ
ア
大
分
日
出
は
昨
年
10
月
、
独

立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設

整
理
機
構
か
ら
入
札
が
公
表
さ
れ
、
２
月

13
日
に
入
札
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
不
況
で
厳
し
い
経
済
情
勢
を

反
映
し
て
、
入
札
参
加
者
は
無
く
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

日
出
町
と
し
て
は
、
整
理
機
構
に
対
し

て
引
き
続
き
事
業
の
継
続
を
前
提
に
善
処

方
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

町
内
ホ
テ
ル
で
王
将
戦
が
行
わ
れ
る

　

羽
生
善
治
王
将
に
深
浦
康
市
王
位
が
挑

戦
す
る
第
58
期
王
将
戦
７
番
勝
負
の
第
４

局
が
２
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
、
別
府

湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
招
待
さ
れ
、
13
階
の
対
局
室
で
初

手
打
ち
に
立
ち
会
う
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し

た
。
深
浦
王
位
の
入
室
、
少
し
遅
れ
て
羽

生
王
将
の
入
室
、
二
人
の
対
座
一
礼
の
後
、

厳
粛
の
中
に
王
か
ら
順
次
駒
並
べ
し
、
羽

生
王
将
先
番
で
対
局
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

久
方
ぶ
り
の
大
分
県
で
の
対
局
と
あ
っ

て
２
階
に
設
け
ら
れ
た
大
盤
解
説
会
場
に

は
、
各
地
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

熱
心
に
解
説
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
王
将
戦
を
記
念
し
て
、
２
月
17
日

に
は
ひ
な
祭
り
開
催
中
の
的
山
荘
で
、
女

流
棋
士
で
あ
る
倉
敷
藤
花
の
里
見
香
奈
さ

ん
も
参
加
し
て
、
県
小
・
中
・
高
校
生
将

棋
優
勝
決
定
戦
の
対
局
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

王
将
戦
前
夜
祭
の
懇
親
会
で
は
、
対
局

者
、
立
会
人
、
主
催
者
、
フ
ァ
ン
な
ど
お

よ
そ
１
５
０
人
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
王
将
戦
に
あ
た
っ
て
２
月
13
日

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
朝
刊
紙
上
両
面
見
開

き
で
大
々
的
に
日
出
町
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
味
覚
な
ど
日
出
町
の
魅
力
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

豊
明
保
育
園
長
の
功
績
を
称
え
て

　

平
成
18
年
11
月
の
日
出
町
文
化
功
労
者
、

豊
明
保
育
園
長
の
井
上
利
明
さ
ん
は
、

こ
の
２
月
、
１
０
０
歳
を
目
前
に
し
て
99

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
福

祉
事
業
へ
の
多
大
な
貢
献
に
感
謝
し
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
は
昭
和
50
年
11
月
に
豊
岡

小
学
校
近
く
で
保
育
園
を
開
園
し
、
子
供

の
保
育
事
業
を
始
め
、
今
日
ま
で
33
年
余

に
わ
た
り
６
４
７
名
の
児
童
の
保
育
・
育

成
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
20
代
後
半
に
は
す
で
に
大
分
県

庁
の
幹
部
を
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
し

て
お
会
い
す
る
と
、
す
で
に
退
職
さ
れ
県

中
小
企
業
信
用
保
証
協
会
で
融
資
の
調
査

関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
出
町
の
出
身
で
も
あ
り
何

か
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
一
緒
に
食
事
な
ど
を
す
る
機
会
も
な

く
特
別
緊
密
な
お
付
き
合
い
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
保
育
園
を
経
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
住
ま
い
は
大
分
市
で
あ
り
な
が
ら
、

長
い
間
わ
ざ
わ
ざ
日
出
町
ま
で
出
向
い
て

保
育
園
の
面
倒
を
み
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
８
月
に
保
育
園
を
訪
ね
、
井

上
さ
ん
に
お
会
い
し
た
際
、
と
て
も
丁
寧

に
応
対
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
郷
里
で
あ
る
日
出
町
に
家
を

新
築
転
居
さ
れ
た
の
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

の
功
績
に
対
し
日
出
町
と
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
無
認
可
保
育
園
は
、

認
可
保
育
園
と
は
違
い
、
公
的
な
支
援
助

成
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
長
い
間
個
人
の
資
力
の
み
で
運

営
さ
れ
、
子
供
の
育
成
に
使
命
感
を
持
っ

て
あ
た
ら
れ
た
生
涯
に
た
だ
た
だ
敬
服
す

る
ば
か
り
で
す
。
葬
儀
で
喪
主
の
方
の
ご

挨
拶
の
中
に
、
私
財
を
投
じ
て
こ
ら
れ
た

井
上
利
明
さ
ん
へ
の
功
績
が
述
べ
ら
れ
、

感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
し
た
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見

その 28



親子ぷにゅぷにゅコンチェルト
　春のコンサート。春の風を親子
で感じてみませんか。
●とき　3月7日（土）11時～12時
●対象　乳幼児

たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　絵本の読み聞かせやパネルシ
アター、わらべ歌など
●とき　３月18日（水）
　11時15分～11時45分

わくわくワークショップ
　ワークショップでいろいろな
クラブを楽しもう。
●とき　３月14日（土）
　９時30分～12時
●内容　囲碁クラブ・手話クラブ
　・家庭科クラブ・絵画クラブ・わ
　んぱく探検隊。　

放課後おやつ教室（いきなり団子）
　おじいちゃん・おばあちゃんと
昔ながらのおやつを作ろう。
●とき　３月30日（月）

親子遠足（乳幼児）
●とき　３月16日（月）11時～
●ところ　大分農業文化公園
＊現地集合
●持ち物　お弁当、水筒、着替え、
　タオル等
＊14日（土）までに電話で申し込
　んでください。

親子グループ募集
　0歳～5歳の乳幼児親子さんを
大募集。親子で楽しく遊びましょ
う。年齢ごとに月３回の活動の
他、運動会や遠足、おもちつきな
どの季節ごとのイベントもあり
ます。
＊19日（木）から受け付けます。

　13時30分～15時30分
●対象　小中学生
●定員　25人
●費用　300円
●持って来るもの　エプロン・三
　角巾・マスク・ハンドタオル
＊電話で申し込んでください。

子育て広場（乳幼児）
　子育て情報の提供や交換、読み
聞かせ、講演会。
●とき　月・水・金10時～12時

子育て相談（乳幼児）
　子育てについての相談、栄養相
談、感染症予防や対策
●とき　月～金10時～16時

出張子育て広場（就学前まで）
　パネルシアター、おすすめ絵本
の紹介、読み聞かせ、おりがみ遊
びなど
●とき　3月11日（水）10時～12時
●ところ　中央公民館和室

リトミック教室（就学前まで）
　親子リズムあそび
●とき　3月18日（水）10時～12時

赤ちゃんクラス（2歳まで）
　よちよちタイムお楽しみ会
●とき　３月19日（木）10時～12時

デジカメ講座
　基本的なデジカメの使い方を
勉強します。
●とき　4月7日・14日・21日・
　28日（火）10時～12時
●ところ　HITコミュニティーセ
　ンター（日出町弓道場隣）

初級パソコン講座
　パソコンは初めてという方が
対象です。パソコンの起動からマ
ウス操作、入力までいちから始め
ましょう。
●とき　４月２日・９日・16日・
　23日（木）10時～12時
●ところ　町保健福祉センター

ワード応用講座
　オリジナルの封筒を作る講座
です。
●とき　4月3日・10日・17日・
　24日（金）10時～12時
●ところ　HITコミュニティーセ
　ンター（日出町弓道場隣）

各講座共通
●費用　2,800円
●申込期限　3月20日（金）
＊有料託児有
●申込・問合先　パワーウェーブ
　日出　172－5292

日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

さざんか児童館
☎７２－８３８３

日出町児童館
☎７２－０３２３

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

●とき　４月１４日（火）・２２日（水）・３０日（木）
●ところ　日出町保健福祉センター
●接種対象者　生後３カ月～７歳５カ月児
●持ってくるもの　母子健康手帳
●問合先　福祉対策課子育て支援係　1７３－３１２１

４月のポリオ予防接種
　予防接種を受けるには、原則保護者の同伴が必要です。
　仕事等で、保護者が同伴できない場合には代理の方でも構いませ
んが、お子さんの健康状態の分かる方が同伴してください。
　なお、その際には委任状が必要です。
＊委任状は福祉対策課に備え付けています。



▼
募
集
期
限
　

３
月
31
日（
火
）

▼
資
格
　

県
内
在
住
の
昭
和
25
年
４
月

　

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

▼
作
品
　

１
人
に
つ
き
短
歌
一
首
、も
し

　

く
は
俳
句
２
句
、も
し
く
は
川
柳
２
句
。

＊
川
柳
に
つ
い
て
は
、課
題
を「
萌
え
る
」

　

と
し
ま
す
。

【
ハ
ガ
キ
の
記
入
方
法
】

▼
問
合
先
　

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
長

　

寿
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

1
０
９
７‐

５
５
３‐

１
１
５
０

▼
出
願
資
格
　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

の
子
弟
で
、
平
成
21
年
４
月
に
学
校
教

　

育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学
及
び
短

　

期
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課

　

程
、
別
科
、
専
攻
科
お
よ
び
大
学
院
を

　

除
く
）
に
在
学
す
る
方
。

▼
出
願
期
間
　

３
月
10
日
（
火
）
〜
４
月

　

20
日
（
月
）
４
月
20
日
消
印
有
効

▼
貸
与
期
間
　

平
成
21
年
４
月
か
ら
在
学

　

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間
。

▼
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員

○
一
般
奨
学
金
（
１
年
生
１
０
０
人
程

　

度
・
２
〜
４
年
生
若
干
名
）

・
国
公
立
（
自
宅
）
　

３
６
，
０
０
０
円

・
国
公
立
（
自
宅
外
）
４
０
，
０
０
０
円

・
私
　

立
（
自
宅
）
　

４
３
，
０
０
０
円

・
私
　

立
（
自
宅
外
）
５
１
，
０
０
０
円

・
国
公
立
短
大
（
自
宅
）３

６
，
０
０
０
円

・
国
公
立
短
大
（
自
宅
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
，
０
０
０
円

・
私
立
短
大
（
自
宅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
，
０
０
０
円

・
私
立
短
大
（
自
宅
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

○
伊
藤
隼･

マ
サ
代･

孝
子
奨
学
金(

１
年
生
５
人)

・
国
公
立
（
自
宅
）
　

５
０
，
０
０
０
円

・
国
公
立
（
自
宅
外
）
５
６
，
０
０
０
円

・
私
　

立
（
自
宅
）
　

５
９
，
０
０
０
円

・
私
　

立
（
自
宅
外
）
６
９
，
０
０
０
円

＊
貸
与
月
額
と
募
集
人
員
は
変
更
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　

（
財
）
大
分
県
奨
学
会

　

1
０
９
７‐

５
０
６‐

５
６
２
０

　

h
ttp
//w
w
w
.d
-b
.n
e.jp
/sh
o
gaku

/

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県
内
地

方
機
関
に
お
い
て
、
育
児
休
業
等
を
取
得

す
る
職
員
の
代
替
職
員
と
し
て
勤
務
す
る

専
門
職
の
臨
時
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
へ

の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
は
保
健
師
、
獣
医
師
、
薬
剤

師
、
農
業
、
畜
産
、
林
業
及
び
水
産
で
、

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
県
庁
人
事
課
や
県
の
各

振
興
局
等
で
も
配
布
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
人
事
課

　

1
０
９
７‐

５
０
６‐

２
３
１
１ 

　

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.o

ita.jp
/1
1
2
0
0
/

　

su
p
p
o
rter/

　

技
能
検
定
は
、働
く
人
た
ち
の
も
っ
て
い

る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、こ

れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

試
験
は
毎
年
１
回
行
い
、
特
級
、
１
級

お
よ
び
単
一
等
級
の
合
格
者
に
は
厚
生
労

働
大
臣
名
、２
級
お
よ
び
３
級
の
合
格
者

に
は
知
事
名
の
合
格
証
が
交
付
さ
れ「
技

能
士
」と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、国
家
試
験
や
免
許
等
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
お
い
て
各
種
の
特
典

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
受
付
期
間
　

４
月
２
日（
木
）〜

　

４
月
15
日（
水
）ま
で

▼
実
技
試
験
問
題
公
表
　

６
月
１
日（
月
）

▼
実
技
試
験
実
施
期
間
　

６
月
８
日（
月
）

　

〜
９
月
13
日（
日
）

▼
学
科
試
験
日
　

７
月
26
日
（
日
）・
８

　

月
23
日
（
日
）・
30
日
（
日
）・
９
月

　

２
日
（
水
）・
６
日
（
日
）

①
　

応
募
部
門
（
　

短
歌 　

・
　

 

俳
句
　

・
　

川
柳
）

②
　

応
募
作
品
（
　
　
　
　
　
　
　

     　　
　
　
　

  

）

　
　
　
　
　
　

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

③
　

住
所
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　　
　
　
　

  

）

④
　

電
話
番
号
（
　
　
　
　
　

  　　
　
　
　

     　　

）

　
　
　
　
　

 　

ふ
り
が
な
　
　
　

  　

 　

ふ

り

が

な

⑤
　

筆
名
（
　
　
　
　

    　

） 

本
名
（
　
　
　
　

  　

）

⑥
　

生
年
月
日
（
　
　

   　　

  

）
⑦
性
別
（
　
　
　

  

）

⑧
　

所
属
団
体
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

大
分
市
大
津
町
２
丁
目
１
番
41
号

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

長
寿
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
　

係
　

行

郵便はがき
切
手

８７０　 ０９０７

●とき　3月27日（金）
　　　　11時開演（10時30分開場）
●ところ　日出町保健福祉センター
　　　　　（多目的ホール）
●費用　無料
●題目　「カメのトンキラ」
　　　　 「ころころパンケーキ」
●問合先　大神母親クラブ　
　　　　　172－0327

人形劇団チャパによる人形劇

今月のお知らせまちの掲示板



▼
合
格
発
表
　

10
月
２
日（
金
）

＊
３
級
の
み
発
表
は
８
月
28
日（
金
）

＊
技
能
検
定
職
種
に
つ
い
て
は
、お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

1
０
９
７‐
５
４
２‐

３
６
５
１

看
護
職
員
が
基
礎
的
知
識
と
技
術
を
修
得
す

る
た
め
の
講
習
会
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　

５
月
12
日
（
火
）
〜
７
月
16
日

　

（
木
）
の
間
で
、
週
３
日
、
合
計
30
日

　

（
原
則
と
し
て
火
・
水
・
木
曜
日
）
９

　

時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　

大
分
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師

　

の
有
資
格
者
で
、原
則
と
し
て
５
年
以

　

上
の
臨
床
看
護
経
験
者
。

▼
内
容
　

訪
問
看
護
に
必
要
な
講
義

▼
費
用
　

資
料
代
と
し
て
１
０
，０
０
０

　

円（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
６
，３
０
０
円
）

▼
申
込
期
限
　

３
月
９
日
（
月
）
〜
31
日

　

（
火
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン

　

タ
ー
1
０
９
７‐

５
３
４‐

８
１
１
８

　

い
の
ち
の
電
話
と
は
電
話
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
も
つ
人
の
話
を

聴
き
、
心
の
支
え
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
で
す
。
あ
な
た
も
相
談
員
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
受
講
料
　

【
前
期
】
５
月
20
日
（
水
）
か
ら
の
４
カ

　

月
間
・
２
０
，
０
０
０
円

【
後
期
】
９
月
下
旬
か
ら
の
10
カ
月
間
・

　

２
５
，
０
０
０
円

＊
毎
週
水
曜
日
18
時
〜
20
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
対
象
者
　

23
歳
〜
65
歳
ま
で
の
人

▼
募
集
期
限
　

４
月
30
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

大
分
い
の
ち
の
電
話

　

1
０
９
７‐

５
３
７‐

２
４
８
８

　

場
合
は
不
要
）

▼
料
金
　

・
更
新
講
習
　

９
，
０
０
０
円

・
失
効
講
習
　

１
５
，
０
０
０
円

▼
問
合
先
　

入
枝
海
事
事
務
所

　

1
０
９
９‐

２
８
１‐

７
７
５
３

　

遺
言
相
談
、
成
年
後
見
相
談
、
法
人
設

立
、
不
動
産
関
連
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

▼
と
き
　

３
月
18
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
市
城
崎
町
１‐

２‐

３

　

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階
　

大

　

分
県
行
政
書
士
会

▼
問
合
先
　

大
分
県
行
政
書
士
会

　

1
０
９
７‐

５
３
７‐

７
０
８
９

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
働
相
談

や
介
護
相
談
、医
療
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
相
談
日
　

月
〜
金
曜
日
９
時
〜
17
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

1
21‐

７
１
５
５

▼
問
合
先
　

別
速
杵
国
東
地
区
ラ
イ
フ
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
1
21‐

７
１
５
５

　

在
宅
療
養
者
の
訪
問
看
護
に
従
事
す
る

▼
と
き
　

４
月
18
日
（
土
）
14
時
〜

▼
と
こ
ろ
　

く
に
さ
き
総
合
文
化
セ
ン
タ

　

ー
中
会
議
室

▼
対
象
　

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ

　

る
免
許
証
及
び
失
効
し
て
い
る
免
許
証

　

を
お
持
ち
の
方
。

▼
持
っ
て
来
る
も
の
　

操
縦
免
許
証
、
印

　

鑑
、
料
金

＊
住
所
記
載
の
な
い
「
海
技
免
状
」
を
お

　

持
ち
の
方
や
、
住
所
変
更
の
あ
っ
た
方

　

は
、
住
民
票
（
本
籍
記
載
）
が
必
要
で

　

す
。(

合
併
に
よ
る
市
町
村
名
の
変
更
の

まちの掲示板 今月のお知らせ



　

大
分
県
が
若
年
求
職
者
の
就
職
を
支
援

す
る
た
め
に
設
置
し
た
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

お
お
い
た
」
が
、
日
出
町
で
出
張
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

就
職
を
希
望
す
る
若
年
者
お
よ
び
保
護

者
の
方
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　

３
月
23
日
（
月
）
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

役
場
３
階
３
３
２
会
議
室

▼
内
容
　

・
職
業
相
談
・
パ
ソ
コ
ン
を
使

　

用
し
た
適
職
診
断
・
大
分
県
内
の
企
業

　

情
報
他
・
各
種
就
職
支
援
情
報
の
提
供

▼
対
象
　

概
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

▼
問
合
先
　

｢

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
」

　

事
業
推
進
室

　

1
０
９
７‐

５
３
３‐

８
６
７
７

　

暴
力
追
放
県
民
会
議
は
、
警
察
、
弁
護

士
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
暴
力
団
等
か
ら

の
被
害
や
不
当
な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
る
「
民
事
介
入
暴
力

集
中
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き
　

３
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　

３
階
３
０
１
会
議
室

▼
料
金
　

無
料

＊
電
話
に
よ
る
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。

▼
電
話
相
談
・
問
合
先
　

(

財
）
暴
力
追
放

　

大
分
県
民
会
議

　

1
０
９
７‐

５
３
８‐

４
７
０
４

　

パ
ー
ト
の
有
給
休
暇
、
賃
金
未
払
い
、

セ
ク
ハ
ラ
問
題
な
ど
、
労
働
者
、
使
用
者

問
わ
ず
労
働
に
関
す
る
相
談
を
弁
護
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
機
関
が
受
け
ま

す
。

▼
と
き
　

３
月
11
日
（
水
）
13
時
15
分

　

〜
16
時
15
分

▼
と
こ
ろ
　

大
分
文
化
会
館
２
階
第
２
会

　

議
室

▼
問
合
先
　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ

　

ン
タ
ー

　

1
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

　

３
月
か
ら
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方
式

（
事
前
送
付
用
）
で
申
請
書
を
該
当
者
へ

送
付
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
昨
年
と
同
じ
学
校
に
在
学

し
て
い
る
人
に
は
「
学
生
納
付
特
例
申
請

書
（
ハ
ガ
キ
）
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
４

月
〜
平
成
22
年
３
月)
の
学
生
納
付
特
例

　

セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
で
も
行
っ
て
い
ま

　

す
。

▼
問
合
先
　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

　

1
０
９
７‐

５
３
３‐

４
０
２
１

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、

古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
電
話
帳
を
配
達
の
際
、古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。も

し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、後
日
回
収
に

伺
い
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

1
０
１
２
０‐

５
０
６‐

３
０
９

　

在
留
資
格
認
定
書
交
付
申
請
や
永
住
許

可
申
請
、
帰
化
手
続
き
な
ど
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

４
月
５
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

＊
英
語
と
中
国
語
の
通
訳
が
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　

オ
フ
ィ
ス
ホ
ン
ダ

　

1
０
９
７‐

５
３
４‐

５
４
３
２

＊
同
様
の
相
談
会
を
毎
月
第
３
土
曜
日

　

13
時
〜
16
時
に
い
い
ち
こ
総
合
文
化

今月のお知らせまちの掲示板

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
校
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
改
め
て
在
学
の
確
認
が
必
要
で
あ

る
た
め
、｢
学
生
納
付
特
例
申
請
書｣(

ハ
ガ

キ)

で
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　

別
府
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22‐

５
１
１
１

▼
持
ち
物
　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

▼
費
用
　

無
料

▼
申
込
期
限
　

３
月
６
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大

　

分
県
第
15
団
　

☎
22‐

０
５
４
３

【
正
社
員
】

●
薬
剤
師
５
人
●
経
理
事
務
員
・
監
査
事

務
員
１
人
●
自
動
車
整
備
士
１
人
●
写
真

販
売
及
び
撮
影
補
助
２
人
●
設
備
管
理
１

人
●
電
気
製
品
製
造
技
術
者
２
人
●
無
線

通
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
１
人
●
無
線
通
信
機
器

の
販
売
・
営
業
１
人
●
販
売
員
２
人
●
営

▼
と
き
　

３
月
７
日（
土
）10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
　

別
府
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
　

５
歳
〜
小
学
４
年
生
ぐ
ら
い
ま

　

で
の
女
の
子

業
員
３
人
●
成
形
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
３
人
●
ク
レ
ー
ン
運
転

手
１
人
●
作
業
員
２
人
●
現
場
管
理
３
人
●

Ｓ
Ｅ
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
（
障
）
１
人
●
技
術

職
（
障
）
２
人
●
製
造
ス
タ
ッ
フ
３
人
●
経

理
事
務
（
障
）
１
人
●
事
務
職
（
障
）
２
人

●
設
計
１
人
●
板
金
塗
装
工
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
調
剤
事
務
１
人
●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
２
人
●
レ
ス
ト
ラ
ン
接
客
１
人
●

介
護
職
10
人
●
調
理
１
人
●
営
業
補
佐

２
人
●
看
護
職
員
２
人
●
店
内
業
務
全
般

５
人
●
厨
房
補
助
１
人

▼
問
合
先
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎
23

　

‐

８
６
０
９
　

日
出
町
商
工
観
光
課
☎

　

73‐

３
１
５
８

魚見桜
　別府湾を見下ろす高台の庄屋屋敷の庭に、

樹齢４００年以上の見事な山桜の大木があ

ります。かつて、別府湾で漁をする人々が、

この桜の咲き具合によって漁の方法を決め

ていたことから、この名がつきました。

イベント（予定）
　大正琴・琴の演奏、落語、ひょっとこ踊り、

浜脇子ども太鼓、津嶋神楽、もちまき、特産

品販売コーナー、茶席。

駐車場
　豊岡地区公民館、豊岡小学校、豊岡小学校

体育館、一宮歯科、酒井医院、建福寺の駐車

場

問合先
　日出町観光協会　☎７２－４２５５

２００９魚見桜まつり
●開催日　３月20日（金） 10時～
●場所　　豊岡中の二「城内邸」

まちの掲示板 今月のお知らせ

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



暘谷の恵み“おさかな談義”

その４ サヨリの話
　春の訪れとともにサ
ヨリがやってくる。スラ
リとして細身で綺麗な
銀色をしている。
　湾内の渚（なぎさ）に
寄ってくるのでサヨリ
という。

　サヨリの仲間は全世界に10属ほぼ70種が登録されてい
るが、日本にはサヨリ属のサヨリとクルメサヨリが一般的
で、たまにホシサヨリとナンヨウサヨリが獲れる。
　ここ暘谷の海では、サヨリがほとんどで、３～４月に特に
多くなる。
　大分県水産振興課の資料によると、日出町の平成18年の
漁獲量は約4.3トン、生産金額は280万円程で、県下総漁獲
量の５%となっている。
　前述のとおり体は円筒形で細長く、いかにもスマートだ
が、見かけによらず腹腔膜は真っ黒なので案外腹黒いかも、
などと考えるのは素人の浅知恵というもの。
　大切な内臓を太陽光線から守るシュルターなのだ。
　4月になると、岸辺のアマモなどに産卵する。卵がゼラチ
ン状のヒモで繋がれたような格好でぶら下がっているのを
潮干狩りなどで見かける。
　サヨリは釣り人にも愛されている。初夏になると波止場に
やってくるので、コマセをまき、浮き下を浅くした浮き釣り
で釣るのが一般的だが、引っ掛けも面白い。
　長い下あごを使って動物プランクトンをすくって食べる
のだが、ぜひ見てみたいものだ。

　春から秋にかけてが旬だが、何と言ってもまず生で味わい
たい。
　なかでも細造り（糸造り）の刺身がお勧めだ。もちろん塩
焼き、揚げ物、汁ものもいい。食べきれない場合は干物にす
る。
　丸干し、みりん干しも結構だ。
　江戸時代の医薬書には、「かっけ」の妙薬で、よく炙り、
こしょう醤油に漬けて食べると効くと記されている。

・刺身（わかめ湯き）

・うしお汁

・サヨリ・ふきのとう・な
　ばなのてんぷら

・から揚げ（薄皮、あら
　身、背骨）

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,537 （ー 6） ＋ 114
　　　 男 13,686 （ー 11） ＋ 27
　　　 女 14,851 （＋ 5） ＋ 87

世帯数 11,233 （ー 4） ＋ 79
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 2）
（＋ 15）
（ー 15）
（＋ 4）
（ー 13）
（＋ 1）

321
7,182
5,804
3,831
5,848
5,551

平成21年2月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

３月１日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　８日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　15日(日) 大石内科医院 72－2121

　　20日(金) 岡田内科クリニック 28－0101

　　22日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　29日(日) 日出中央医院 72－2534

４月５日(日) 八重眼科医院 73－1221

　　12日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　19日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　26日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611

　　29日(水) てしまこどもの杜クリニック 28－0870

　　※診療時間　9:00～17:00

　　※発行後に変更になる場合があります。

　　　各医療機関や日出町健康増進課　

　　　73－3130にご確認ください。

３月の納税等　納期限　３月31日(火)
  国 民 健 康 保 険 税  １０期

  介  護  保  険  料  １０期

  上 下 水 道 料  ３月分

３月の主な行事

15日(日)

20日(金)

歴史探訪ウォーク
・深江港周辺　10時～

魚見桜まつり
・豊岡中の二「城内邸」10時～

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
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